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１．研究計画の概要 
 本研究は、「環境政治（Environmental 
Politics）」という切り口から戦後日本の政治
過程を捉え直すことを目標としている。また
特に、従来の環境政治の研究がある時点の単
一の事例を扱う傾向があったのに対して、本
研究は、（１）セオドア． J． ロウィ（Theodore 
J．Lowi）の政策類型論をベースにした理論
指向の比較事例研究を行おうとしている。そ
の際には、（２）事例に関する時代性などを
コントロールしつつ、（３）複数の事例に対
して過程追跡（process  tracing）を分厚く
行うことを企図している。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 （１）複数の事例研究、（２）過程追跡に
おける多様な資料の使用、（３）分析視角の
精緻化という三つの観点から述べる。 
 （１）については、2000 年代初頭に環境
省が所管することになった法律の制定過程
の分析を行っており、主として①石綿健康被
害救済法、②景観法、③環境保全活動・環境
教育推進法、④自動車リサイクル法に着目し
て調査している（②以外は略称を用いている。
研究戦略上、ほかにも目配せをしている法律
はある）。このなかで公刊物があるのは、①
と②である。例えば①では、被害者の救済に
関する行政と政治の関係などについて、国会
会議録や新聞記事などの資料を利用しなが
ら論じている。 
 （２）に関しては、上記のような資料のほ
か、環境政治に関する「公人」のオーラル・
ヒストリーの蓄積とその活用という観点を
重視しながら進めている。その背景には、①

被害者が、問題となっている事象を記述した
ものは相当程度ある一方、産業界、官界、そ
して政界の関係者からの情報発信が少ない
こと、②また、確かに近年では、「環境」に
関する政治学的な研究は増加傾向にあるよ
うに思われるが、まだ相対的に他の政策領域
のそれよりも少ないことなどがある。本研究
は、一定の方法に基づく聞き取り作業によっ
て情報の不足を埋めること自体が重要と考
えるだけでなく、各法律に関する過程追跡を
進める上でも重要な資料となりうると考え
てこれに取り組んでいる。 
 （３）については、①ロウィが政策類型論
に関する一連の論考を再構成し、新たに解説
を付した最新作の検討を軸に研究を進めて
いるが、関連文献の情報収集と読み込みに終
始しており、文章化するには至っていない。
②また、環境政治の研究動向についても整理
を進めようとしているが、社会的な関心の高
まりと軌を一にするかのように関連文献が
急増してきており（主要な文献の翻訳化も進
んできている）、議論の把握と整理が十分に
行えていない。これらは事例研究間の関係性
を示す上で重要な作業であるので、取りまと
めを急いでいる。 
 
 
３．現在までの達成度 
 ③やや遅れている。 
 このように自己評価する理由としては、上
述のように、資料収集などは行いつつも事例
研究の執筆が思うように進んでいないこと
および分析視角に関する理論的な課題がク
リアしきれていないことが挙げられる。また、
オーラル・ヒストリーの実施も先方との調整



が難しい局面があり、必ずしも十分に蓄積で
きているとは言えない状態である。ただし、
徐々にではあるが、この作業が軌道に乗りつ
つあることは付記しておきたい。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 進度を上げていく必要性は認識しつつも、
基本的には研究当初の計画に沿って最終年
度も進めていく予定である。なお、オーラ
ル・ヒストリーについては、公表できるかど
うかは先方の意向に依る部分が大きく、紙媒
体としての成果が即座には出せない可能性
があるほか、未公表となる場合もありうるこ
とは特記しておきたい。 
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